
今後のがん研究推進の在り方に関する検討事項（たたき台）

【文部科学省において推進すべき研究について】

○ 次期プログラムの目的・役割
 「がん研究１０か年戦略」や「健康・医療戦略」などにおける最近の政府全体のがん研究の取組を踏まえ、

次期プログラムはどうあるべきか。
○ 推進すべき研究領域・研究フェーズ

 「がん研究１０か年戦略」の中間評価やがん研究の最新動向を踏まえた領域や研究フェーズの設定となっ
ているか。

○ 次期プログラムの目標
 次期プログラムにおいてどのような成果を期待するか。

【研究推進のための取組について】

○ 次世代のPIとなる研究人材の発掘・支援
 若手や研究歴の浅い研究者の支援・育成を強化するために何が必要か。

ex）若手等の課題の優先的な採択、コンサルテーション機能の拡充
○ 必要な専門的支援

 研究環境（研究施設・設備や検体へのアクセス）に左右されることなく研究を遂行するために何が必要
か。
ex）最新の施設・設備や専門家による技術的支援、検体の提供体制の整備

○ 企業や他事業との連携
 早期導出のためにはどのような仕組みが必要か。

○ その他
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